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令
和
元
年
度
内
に
事
業

が
完
了
し
な
か
っ
た
９
事

業
の
予
算
が
繰
り
越
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。

□
新
庁
舎
整
備
事
業

（
新
庁
舎
整
備
に
伴
う
防

災
倉
庫
整
備
工
事
）
４
２

９
４
万
４
千
円
。

　

他
８
事
業
。Ｐ

16
関
連
記
事

　

町
独
自
の
支
援
と
し
て
、

町
内
医
療
施
設
に
お
け
る

感
染
予
防
対
策
へ
の
支
援

金
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、

医
療
従
事
者
へ
の
感
謝
の

意
を
込
め
て
医
療
機
関
に

生
花
等
を
贈
呈
。

　

町
内
８
医
療
機
関
へ
各

５
万
円
の
支
給
、
10
機
関

に
生
花
を
支
給
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
庁
舎
内
お
よ
び

各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
と

の
遠
隔
会
議
実
施
の
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
の
配
置
及
び
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
環
境
整
備

を
図
る
。
８
月
に
は
各
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
に
設
置

予
定
。
今
後
の
情
報
発
信

と
、
情
報
共
有
の
向
上
が

期
待
さ
れ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
よ
る
子
育

て
の
負
担
軽
減
の
た
め
生

活
支
援
金
と
し
て
、
児
童

手
当
受
給
世
帯
に
各
１
万

円
を
支
給
。

　

第
２
弾
と
し
て
18
歳
以

下
の
児
童
等
に
１
人
当
た

り
２
万
円
を
支
給
、
ま
た
、

18
歳
以
下
の
児
童
等
を
持

つ
ひ
と
り
親
世
帯
に
１
万

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
の
児
童

受
入
自
粛
要
請
協
力
へ
の

支
援
と
し
て
登
録
児
童
数

に
応
じ
、
５
事
業
所
に
補

助
を
行
っ
た
。

　

介
護
・
障
が
い
者
事
業

所
に
対
し
、
感
染
予
防
対

策
支
援
金
を
町
内
19
事
業

所
に
給
付
し
た
。

　

本
町
へ
の
帰
省
を
自
粛

し
て
い
る
町
出
身
の
県
外

在
住
学
生
に
対
し
て
、
ふ

る
さ
と
の
産
品
と
町
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、

学
生
生
活
の
支
援
を
行
っ

た
。

　

対
象
人
数
は
１
８
５
名
、

１
人
あ
た
り
５
千
円
相
当

の
支
援
。

円
を
加
算
し
た
。

神
村
歳
入
予
算
の
町
税

は
前
年
比
４
・
３

％
増
の
12
億
８
８
０
０
万

円
で
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
個
人
も
事
業

所
も
休
業
や
失
業
で
収
入

が
大
幅
に
減
り
税
も
納
め

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

町
税
予
算
の
見
直
し
が
必

要
と
考
え
る
が
。

税
務
会

計
課
長

大
幅
な
収
入
の
減

少
が
あ
っ
た
方
は

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
、
国
民
健
康

保
険
税
な
ど
を
１
年
間
猶

予
さ
れ
る
。
今
の
段
階
で

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
ど
の
程

度
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。

今
後
を
見
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

橋
本
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
に
よ
り
多
方
面

に
被
害
が
あ
り
、
そ
う
い

っ
た
方
々
に
対
し
税
金
の

猶
予
や
減
免
な
ど
の
施
策

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　
10
万
円
の
定
額
給
付
金

は
議
会
か
ら
の
強
い
要
望

も
あ
り
早
期
に
支
払
い
が

実
行
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う

に
分
か
り
易
く
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
取
り
組
み
、
総

合
相
談
窓
口
を
設
け
、
１

度
の
相
談
で
す
べ
て
間
に

合
う
よ
う
に
す
べ
き
で
あ

る
。町

長
情
報
は
町
報
6
月

号
で
詳
し
く
説
明

す
る
。
窓
口
は
税
務
会
計

課
で
担
当
す
る
。

髙
橋
当
町
の
標
準
財
政

規
模
は
平
成
30
年

ベ
ー
ス
で
64
億
円
が
相
当

だ
と
考
え
る
。

　
財
政
調
整
基
金
は
５
～

10
％
（
３
～
５
億
円
）
が

適
正
と
捉
え
る
が
、
町
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
コ
ロ

ナ
・
災
害
対
策
等
へ
の
貯

え
が
必
要
で
な
い
か
。

町
長
現
在
、
新
庁
舎
整

備
の
大
き
な
事
業

を
推
進
し
て
い
る
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
響
か
な

い
よ
う
に
し
た
い
。
財
政

規
律
を
守
り
な
が
ら
、
災

害
に
対
応
で
き
る
財
政
運

営
に
努
め
て
い
く
。

６月７日、全町小中学校で「入学を祝う会」等が行われた ＝ 大塚小学校

来春の開庁を目指し工事が進む新庁舎

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
進
む

町
独
自
の
支
援
策
も

　

６
月
定
例
会
が
６
月
３
日
か
ら
15
日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
日
目
に
、
令
和
元
年
度
繰
越
計
算
書
の
報
告
と
財
政
的
援

助
団
体
の
経
営
状
況
５
件
の
報
告
の
後
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算

の
専
決
処
分
４
件
、
財
産
の
取
得
１
件
を
可
決
後
、
条
例
５
議
案
、

字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
１
件
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
５
件

の
審
査
を
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
た
。

　

第
２
日
目
、
お
よ
び
３
日
目
に
一
般
質
問
を
行
い
、
６
議
員
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
、
避
難
所
の
対
応
、
指

定
管
理
の
在
り
方
な
ど
を
取
り
上
げ
、
町
政
を
た
だ
し
た
。

　

第
６
日
目
以
降
に
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
分
科
会
を

開
き
、
議
案
を
審
査
し
た
。

　

最
終
日
に
、
本
会
議
を
開
き
、
付
託
し
た
11
議
案
を
原
案
通
り

可
決
、
令
和
元
年
台
風
19
号
の
被
災
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

か
ら
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

６
月
議
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
前
年
度
予
算
の
確
定
や
人
事
異

動
に
伴
う
予
算
の
補
正
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係

る
条
例
の
制
定
が
主
な
も
の
だ
っ
た
。
な
お
、
傍
聴
者
は
５
人
で

あ
っ
た
。

６月定例会の
あらまし

６　月
定例会

繰
越
明
許

医
療
支
援
対
策

新
し
い
生
活
様
式

確
立
対
策

教
育
・
子
育
て
支
援
対
策

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

運
営
事
業

感
染
予
防
対
策

県
外
在
住
学
生
支
援
事
業

総
括
質
疑

（2）（3） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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「
特
定
非
営
利
活
動
法

人
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
」
は
、

平
成
19
年
度
に
法
人
を
設

立
。
20
年
度
か
ら
無
認
可

保
育
所
を
開
設
し
、
27
年

度
か
ら
は
認
可
保
育
所
の

認
可
を
受
け
た
。
30
年
度

２
月
に
川
西
診
療
所
向
か

い
に
新
園
舎
が
完
成
し
、

０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で

の
乳
幼
児
30
人
を
定
員
と

し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

園
で
は
、
新
園
舎
完
成

時
よ
り
将
来
的
に
施
設
拡

充
の
意
向
が
あ
り
、
令
和

元
年
度
に
は
施
設
の
規
模

を
拡
大
し
定
員
を
60
人
に

し
た
い
旨
の
構
想
が
示
さ

れ
て
い
た
。

　

交
付
金
事
業
の
採
択
を

受
け
、
町
で
は
６
３
７
３

万
円
を
補
助
す
る
。

　

町
内
の
保
育
施
設
の
利

用
希
望
は
、
町
内
の
み
な

ら
ず
町
外
保
護
者
か
ら
も

勤
務
地
に
近
い
こ
と
な
ど

か
ら
町
内
施
設
へ
の
入
所

希
望
が
あ
り
、
子
育
て
環

境
の
さ
ら
な
る
充
実
が
図

ら
れ
る
。

問

財
政
調
整
基
金
の

残
高
は
い
く
ら
に

な
る
の
か
。

未
来
づ
く

り
課
長

今
回
の
補
正
後
１

億
７
２
３
５
万
円

と
な
る

意
見

本
町
の
標
準
財
政

規
模
64
億
円
の
５

％
を
目
指
す
こ
と
。

問

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
運
営
事
業
委
託

料
の
増
額
理
由
は
。

教
育
総

務
課
長

利
用
者
数
の
増
加

に
よ
り
、
１
単
位

（
30
人
）
を
超
え
、
国
の

問

あ
お
ぞ
ら
保
育
園

施
設
整
備
事
業
の

内
容
は
。

健
康
子
育

て
課
長

保
育
所
等
整
備
交

付
金
を
活
用
し
、

定
員
を
60
人
に
拡
大
す
る

た
め
、
施
設
を
増
築
す
る
。

意
見

今
後
の
町
全
体
の

子
育
て
支
援
の
在

点
検
業
務
を
通
じ
て
修
繕

等
に
努
め
る
こ
と
。

問

水
道
事
業
会
計
の

町
道
中
小
松
西
裏

線
配
水
管
布
設
工
事
の
内

容
は
。

地
域
整

備
課
長

布
設
さ
れ
て
い
る

石
綿
セ
メ
ン
ト
管

が
、
二
度
に
わ
た
り
漏
水

事
故
を
起
こ
し
た
の
で
、

基
準
額
に
準
じ
単
価
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
た
め
の
増

額
で
あ
る
。

問

国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正

予
算
の
傷
病
手
当
金
の
内

容
は
。

住
民
生

活
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
感

染
し
た
者
、
ま
た
は
感
染

の
疑
い
の
あ
る
者
か
ら
申

請
を
受
け
、
１
人
当
た
り

平
均
額
を
５
万
円
と
見
込

み
、
10
人
分
を
計
上
し
た
。

り
方
を
検
討
す
る
こ
と
。

問

冬
季
交
通
確
保
事

業
の
補
正
理
由
は
。

地
域
整

備
課
長

上
小
松
地
内
置
賜

公
園
下
の
消
雪
ポ

ン
プ
を
更
新
す
る
。

意
見

他
の
消
雪
ポ
ン
プ

も
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
の
で
、
引
き
続
き

安
定
し
た
水
道
水
の
供
給

を
図
る
た
め
工
事
を
実
施

す
る
。

意
見

町
内
の
石
綿
セ
メ

ン
ト
管
等
の
老
朽

管
更
新
に
つ
い
て
、
国
の

交
付
金
事
業
を
有
効
に
活

用
し
、
事
業
の
進
捗
を
図

る
こ
と
。

会計別 歳入歳出予算 議決の内容

一般会計（第３号） 138億1813万円
（1億3534万円を追加補正）

賛成多数により可決
（反対3）

国民健康保険事業　
特別会計（第１号）

17億1024万円
（50万円を追加補正）全員賛成により可決

下水道事業特別会計
（第３号）

6億424万円
（23万円を追加補正）全員賛成により可決

介護保険事業特別会
計（第１号）

18億7557万円
（80万円を減額補正）全員賛成により可決

企業会計 歳入歳出予算 議決の状況

収益的支出 4億5868万円
（1155万円を減額）賛成多数により可決

（反対3）
資本的支出 2億2853万円

（1150万円を追加）

（歳出）
人件費 1138万円
コミュニティ助成　補助金 390万円
放課後児童クラブ運営　委託料 339万円
あおぞら保育園施設整備補助 6373万円
中山間地域所得向上支援対策　農業施設整備補助 3869万円
橋梁長寿命化修繕整備　委託料 550万円

（歳入）
保育所等整備交付金 5665万円
児童福祉施設整備事業債 700万円
放課後児童健全育成事業費等県補助金 113万円
中山間地域所得向上支援対策事業費県補助金 3869万円
自治宝くじコミュニティ助成金 390万円

　

本
町
に
は
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
が
約
20
㎞
残
存
し
、

硬
質
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
も
老
朽
化
が
進
み
、
漏
水
が
多

発
し
て
い
る
。
漏
水
箇
所
の
工
事
が
対
処
療
法
的
で
は
、

課
題
解
決
に
な
ら
な
い
。

　

交
付
金
事
業
を
推
進
す
る
姿
勢
を
と
ら
な
け
れ
ば
、

国
・
県
か
ら
支
援
を
引
き
出
せ
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
反
対
で
あ
る
。

　
保
育
施
設
整
備
補
助
に
関
し
、
原
田
町
政
を
振
り
返

る
と
、
小
松
保
育
所
の
民
営
化
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
も
課
題
を
先
送
り
し
て
お
り
、
根
本
的
な
課
題
解

決
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」。
目
先
の
こ
と
だ
け
に
気
を

と
ら
れ
て
お
り
、今
後
の
町
政
運
営
が
不
安
で
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
反
対
で
あ
る
。

子育て支援環境のさらなる充実を ＝ あおぞら保育園

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
な
ど
５
会
計
の
補
正
予
算
が
予

算
特
別
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
。
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
だ
が
、
国
か
ら
の
有
利
な
交
付
金
事
業
の
採
択
を
受

け
、
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
の
施
設
を
増
築
す
る
。
町
は
６
３

７
３
万
円
支
援
す
る
。
子
育
て
環
境
の
充
実
に
有
効
な
事

業
と
な
る
。

保
育
園
施
設
整
備
に
補
助

あ
お
ぞ
ら
保
育
園
増
築
支
援

令和２年度各会計補正予算

水道事業会計（第１号）

一般会計補正予算（第３号）の主な内容

総
務
文
教

常
任
委
員
会
第
１
分
科
会

産
業
厚
生

常
任
委
員
会
第
２
分
科
会

反対
討論

反対
討論

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

髙
橋
　
輝
行
議
員

一
般
会
計
補
正
予
算

髙
橋
　
輝
行
議
員

補　正

予　算
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

入
が
減
少
し
た
世
帯
に
つ

い
て
保
険
料
の
減
免
等
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
低

所
得
者
層
で
あ
る
第
１
段

階
（
生
活
保
護
被
保
険

者
・
世
帯
全
員
が
町
民
税

非
課
税
の
老
齢
福
祉
年
金

受
給
者
・
本
人
年
金
収
入

80
万
円
以
下
）
第
２
段
階

（
世
帯
全
員
が
町
民
税
非

課
税
か
つ
本
人
年
金
収
入

80
万
円
超
１
２
０
万
円
以

下
）
第
３
段
階
（
世
帯
全

員
が
町
民
税
非
課
税
か
つ

本
人
年
金
収
入
が
１
２
０

万
円
超
）
の
保
険
料
の
軽

減
を
実
施
す
る
。（
表
参

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
地
方
税
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
町
税

条
例
も
改
正
す
る
。

税
条
例

　

徴
収
猶
予
の
特
例
は
対

象
者
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
令
和
２
年
２
月
以
降
の

一
定
の
期
間
（
１
月
以

上
）
に
お
い
て
収
入
に
相

当
の
減
少
（
前
年
同
期
比

概
ね
20
％
以
上
）
が
あ
り

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
事
業
者
等
、
無
担
保

か
つ
延
滞
金
な
し
で
１
年

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
感
染
し
た
給
与

の
支
払
い
を
受
け
て
い
る

被
保
険
者
等
に
対
し
て
、

傷
病
手
当
金
の
支
給
に
係

る
申
請
書
の
提
出
の
受
付

を
行
う
必
要
が
あ
り
附
則

に
加
え
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

入
が
減
少
し
た
世
帯
の
税

を
軽
減
す
る
。

対
象
世
帯

⑴
納
税
義
務
者
が
死
亡
、

ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負

っ
た
世
帯
は
保
険
税
額
の

全
額
を
軽
減
す
る
。

⑵
納
税
義
務
者
の
事
業
収

入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、

か
つ
、
①
か
ら
③
ま
で
全

て
に
該
当
す
る
世
帯
。

①
事
業
収
入
等
い
ず
れ
か

の
見
込
額
が
前
年
の
事
業

収
入
の
額
よ
り
10
分
の
３

以
上
減
少
し
て
い
る
。

②
前
年
の
所
得
金
額
の
合

計
が
１
０
０
０
万
円
以
下

で
あ
る
。

　

県
営
土
地
改
良
事
業
谷

地
地
区
の
実
施
に
伴
い
、

従
来
の
字
界
を
変
更
す
る

必
要
が
生
じ
た
。

変
更
箇
所

変
更
前
、
大
字
小
松
字
大

石
橋
・
五
宅
・
谷
地
・
谷

地
在
家
・
八
反
田
・
茨
島
・

中
谷
地
・
千
苅
田

変
更
後
、
大
字
小
松
字
中

谷
地
・
谷
地
西
・
谷
地
東
・

千
苅
田
・
茨
島
に
改
め
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

昨
冬
ま
で
使
用
し
て
い

た
除
雪
ド
ー
ザ
が
経
年
劣

化
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用

が
か
さ
み
、
管
理
計
画
に

よ
り
更
新
時
期
に
も
な
っ

て
い
た
。

　

11
ｔ
級
で
、
目
的
に
合

わ
せ
た
ブ
レ
ー
ド
形
状
を

自
由
に
ス
ラ
イ
ド
で
き
る

仕
様
と
な
っ
て
お
り
、
今

冬
の
除
雪
に
万
全
を
期
す

た
め
更
新
配
備
す
る
。

指
名
競
争
入
札

落
札
者　

米
沢
市
花
沢

コ
マ
ツ
山
形
株
式
会
社

落
札
金
額　

１
３
９
０
万

４
千
円
（
消
費
税
込
み
）

納
入
期
限　

令
和
２
年
11

月
６
日

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

（
反
対
１
人
）

③
減
少
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
事
業
収
入
等
に
係

る
所
得
以
外
の
前
年
の
所

得
の
合
計
額
が
４
０
０
万

間
猶
予
す
る
。

固
定
資
産
税
の
軽
減

　

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ

る
中
小
事
業
者
等
に
対
し

て
、
令
和
２
年
２
月
か
ら

10
月
ま
で
（
任
意
の
連
続

し
た
３
月
間
）
と
前
年
同

時
期
の
売
上
高
を
比
較
し

30
％
以
上
50
％
未
満
減
少

し
て
い
る
者
は
、
課
税
標

準
を
１
／
２
、
50
％
以
上

減
少
し
て
い
る
者
は
ゼ
ロ

と
し
、
令
和
３
年
度
課
税

の
１
年
分
に
限
り
償
却
資

産
お
よ
び
事
業
用
家
屋
に

係
る
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準
を
軽
減
す
る
。

軽
自
動
車
税

　

軽
自
動
車
を
取
得
し
た

場
合
に
課
税
さ
れ
る
環
境

性
能
割
の
税
率
を
１
％
分

軽
減
す
る
特
例
措
置
を
令

和
３
年
３
月
末
ま
で
延
長

す
る
。

都
市
計
画
税

　

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ

る
中
小
事
業
者
等
に
対
し

て
、
固
定
資
産
税
と
同
様

の
軽
減
を
行
う
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

照
）全

員
賛
成
に
よ
り
可
決

①新型コロナウイルス感染症に係る保険料の減免等
　　　減免の要件 減額又は免除の割合

①死亡又は重篤な傷病 全部②事業収入等の減少額が前年度の10分の３以上で、前年の合計所得が200万円以下
③事業収入等の減少額が前年度の10分の３以上で、前年の合計所得が200万円超 10分の８

※②及び③の要件は減額が見込まれる事業収入等以外の前年所得の合計額が400万円以下
②低所得層の保険料の軽減
段　階 平成30年度 平成31年度 令和２年度

※本表の「率」は
年額基準額であ
る第５段階の保
険料に乗ずる標
準割合

率 保険料 率 保険料 率 保険料
第１段階 0.45 3万1860円 0.375 2万6550円 0.300 2万1240円
第２段階 0.75 5万3100円 0.625 4万4250円 0.500 3万5400円
第３段階 0.75 5万3100円 0.725 5万1330円 0.700 4万9560円
第４段階 0.90 6万3720円 　 　　 　　 　　　　　　　　
第５段階 1.00 7万800円 　 　　 　　 　　　　　　　　
第６段階 1.20 8万4960円 　 　　 　　 　　　　　　　　
第７段階 1.30 9万2040円 　 　　 　　 　　　　　　　　
第８段階 1.50 10万6200円 　 　　 　　 　　　　　　　　
第９段階 1.70 12万360円 　 　　 　　 　　　　　　　　
施行期日等　
⑴　公布の日から施行し、令和２年４月１日から適用する。ただし、保険料の減免に関する規定は令
和２年２月１日から適用する。

⑵　低所得層に関する保険料の軽減は、令和２年度分に限り適用する。

　

被
保
険
者
の
う
ち
給
与

等
の
支
払
い
を
受
け
て
い

る
者
に
対
し
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
傷
病
手
当
金
を
支
給

す
る
た
め
改
正
す
る
。

支
給
要
件

　

被
保
険
者
等
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
ま
た
は
感
染
の
疑

い
が
あ
り
、
労
務
に
服
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
。

支
給
期
間

　

労
務
に
服
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
日
か
ら

起
算
し
て
３
日
を
経
過
し

た
日
か
ら
、
労
務
に
服
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間

の
う
ち
、
労
務
に
就
く
こ

と
を
予
定
し
て
い
た
期
間
。

支
給
額

　

１
日
に
つ
き
、（
直
近

３
月
間
の
給
与
の
合
計
／

就
労
日
数
）
×
２
／
３

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

（
反
対
１
人
）

【軽減額】
　　⑴　対象世帯の⑴の世帯は保険税額の全額
　　⑵　対象世帯の⑵の世帯は、次の表の①×②で算出した保険税額

①対象保険税額＝Ａ×Ｂ／Ｃ
Ａ：当該世帯の被保険者全員について算定した保険税額
Ｂ：減少することが見込まれる事業収入等に係る前年の所得の合計額
Ｃ：納税義務者及び当該世帯に属する全ての被保険者につき算定した前
年の合計所得金額
前年の合計所得金額区分 ②減免割合

300万円以下 10分の10
400万円以下 10分の8
550万円以下 10分の6
750万円以下 10分の4
1,000万円以下 10分の2

円
以
下
で
あ
る
。

　

軽
減
額
に
つ
い
て
は
表

に
記
載
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

同型の除雪ドーザ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

各
種
税
・
保
険
料
を
軽
減

条　例

介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正

税
条
例
お
よ
び
都
市
計
画

税
条
例
の
一
部
を
改
正

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

条　例

国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正

土
地
改
良
で
区
域
と

名
称
を
変
更

除
雪
ド
ー
ザ
を
更
新

傷
病
手
当
金
を
改
正

財　産
取　得

字　名
変　更

（6）（7） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り

令和２年７月15日発行
第142号議 会 だ よ り議 会 だ よ り

令和２年７月15日発行
第142号



ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

「
ま
ど
か
」「
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
」
を
合
わ
せ
た
総

売
上
高
は
１
億
８
５
２
５

万
円
。
売
上
総
利
益
は
１

億
６
１
４
８
万
円
。
当
期

純
利
益
は
１
７
３
万
円
。

　
「
ま
ど
か
」
元
年
度
の

総
利
用
者
数
は
13
万
９
２

４
人
で
、
前
年
度
よ
り
５

５
８
０
人
減
少
し
た
。
冬

期
間
の
12
月
～
２
月
ま
で

の
利
用
者
は
前
期
よ
り
増

加
し
て
い
た
が
、
３
月
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
状
拡
大
の
影
響
で
利

用
者
数
の
減
に
よ
り
、
７

７
０
万
円
の
減
額
。

　
「
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
」
今
期
は
、
４
月
～

11
月
末
ま
で
２
２
２
日
間

の
営
業
日
数
。
利
用
者
総

合
計
１
万
１
７
８
５
人
で

前
年
対
比
１
２
９
・
８
％
。

１
日
平
均
利
用
者
数
は
53

人
と
な
っ
た
。
利
用
料
、

食
堂
・
売
店
の
総
売
上
高

は
６
５
５
万
円
。

川
西
町
体
育
振
興
公
社

　

川
西
町
体
育
施
設
管
理

業
務
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、
町
民
の
主
体
的
な
生

涯
教
育
を
通
し
て
健
康
と

体
力
づ
く
り
に
関
す
る
事

業
を
行
っ
た
。

　

委
託
を
受
け
た
２
業
務

や
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
業
務
及
び
指
導
助
言
。

　

本
年
も
同
様
の
業
務
を

行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
図
っ
て
い
く
。

川
西
町
土
地
開
発
公
社

　

川
西
町
の
開
発
用
地
、

企
業
誘
致
用
地
の
維
持
管

理
と
販
売
促
進
を
図
っ
た
。

保
育
園
が
策
定
し
た
整
備

計
画
案
を
も
と
に
県
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
協
議
検

討
し
、
国
の
有
利
な
交
付

金
事
業
の
採
択
に
向
け
、

県
を
通
し
て
国
に
申
請
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

申
請
内
示
は
６
月
中
の

予
定
で
あ
る
が
、
５
月
中

に
国
か
ら
情
報
提
供
が
あ

り
、
２
年
度
中
の
工
事
完

了
の
必
要
が
あ
り
、
で
き

る
だ
け
早
く
着
工
し
た
い

意
向
を
踏
ま
え
、
こ
の
た

び
の
議
会
で
補
正
予
算
を

上
程
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
、
町
営
の
幼
児
施

設
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
ニ
ー
ズ
や
施
設
整

備
の
必
要
性
を
含
め
検
討

し
て
い
く
。

意
見

町
内
幼
児
施
設
の

在
り
方
に
つ
い
て
、

議
会
と
協
議
の
機
会
を
設

け
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

よ
う
意
見
を
付
し
た
。

問

保
育
所
等
整
備
交

付
金
事
業
採
択
の

経
過
を
聞
く
。

町
長

「
特
定
非
営
利

法
人
あ
お
ぞ
ら

保
育
園
」
に
つ
い
て
は
平

成
19
年
度
に
法
人
を
設
立

し
、
20
年
度
か
ら
無
認
可

保
育
所
を
開
設
、
27
年
に

は
認
可
保
育
所
と
な
り
、

30
年
２
月
に
新
園
舎
が
完

成
、
30
年
度
か
ら
現
在
地

で
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま

で
の
乳
幼
児
30
人
を
定
員

と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

園
で
は
新
園
舎
完
成
時

よ
り
将
来
的
な
施
設
拡
充

の
意
向
が
あ
り
、
令
和
元

年
度
に
は
施
設
の
規
模
を

拡
大
し
、
定
員
を
60
人
に

し
た
い
旨
の
構
想
が
示
さ

れ
た
。

　

こ
の
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

の
施
設
拡
大
構
想
は
、
本

町
子
ど
も
子
育
て
環
境
充

実
を
図
る
上
で
大
変
有
効

な
施
策
で
あ
る
と
判
断
。

　

一
般
質
問
は
、
町
の

行
政
全
般
（
一
般
事

務
）
に
関
し
、
執
行
者

所
見
や
疑
義
に
つ
い
て

質
問
で
き
る
も
の
で
あ

る
。

　

質
問
す
る
議
員
も
受

け
る
執
行
機
関
も
十
分

な
時
間
が
必
要
な
こ
と

か
ら
通
告
制
と
し
、
事

前
に
質
問
内
容
を
通
告

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
町
議
会
で
は
質
問
と

答
弁
が
か
み
合
う
よ
う

に
、
全
文
通
告
制
が
と

ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
質
問
に
対
す

る
答
弁
書
が
作
成
さ
れ
、

一
般
質
問
当
日
の
朝
に

全
議
員
に
配
布
さ
れ
る
。

　

質
問
時
間
は
、
１
人

に
つ
き
質
問
答
弁
を
含

め
60
分
以
内
で
完
了
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

再
質
問
か
ら
は
、
一

問
一
答
方
式
が
採
用
さ

れ
て
お
り
、
時
間
内
で

あ
れ
ば
何
度
で
も
再
質

問
が
で
き
る
。

白抜きの数字は掲載された質問。それ以外は誌面の都合により掲載できなかった。
その内容は、議会ホームページの録画中継によって見ることができる。（http://www.town.kawanishi.yamagata.jp）

P10 伊　藤　　　進　議員

農
業

政
策 ❶ 町の農業政策は

P11 伊　藤　寿　郎　議員

コ
ロ
ナ

対
策

❶ 新型コロナウイルス感染症対策と地
方自治体の在り方

P12 寒河江　　　司　議員

コ
ロ
ナ
対
策

❶ コロナ禍での自然災害は

❷ 臨時休校で学校教育の遅れは

P13 橋　本　欣　一　議員

コ
ロ
ナ

対
策

❶ 新型コロナウイルス感染症緊急事態
宣言解除後の新しい生活様式は

P14 吉　村　　　徹　議員

検
　
診

❶ 各種検診会場の選定は

❷ 各地区交流センターの基本協定の改
定を望む

P15 遠　藤　明　子　議員

学
校
教
育

❶ 新型コロナウイルス禍による学校の
対応策は

❷ 特別養護老人施設「そよ風の森」入所
者のバランスはどうか

ここが聞きたい！

報　告
パークゴルフ場の利用者

１万人を超える
　

地
方
自
治
法
に
よ
り
、
町
か
ら
２
分
の
１
以
上
の
出
資

や
財
政
的
な
支
援
を
受
て
い
る
法
人
等
は
、
議
会
に
対
し

て
毎
年
経
営
状
況
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。
本
町
で
は
（
株
）
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
（
片

倉
尚
社
長
）川
西
町
体
育
振
興
公
社（
多
田
敬
吉
理
事
長
）

川
西
町
土
地
開
発
公
社
（
山
口
俊
昭
理
事
長
）
が
該
当
し

報
告
が
あ
っ
た
。

町長に聞く
分科会の予算審査で、特に政策的な事項を
町長に聞いた

保
育
所
等
整
備
交
付
金

採
択
の
経
過
を
た
だ
す

　

一
般
質
問
と
は

6人の議員が一般質問
町政をただす

定例会第２日目と３日目に一般質問が行われ、６人の議員が町政について質問しました。通告順（発言順）に
掲載します。

一　般

質　問

（8）（9） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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伊
藤
農
水
省
の
計
画
に

は
、「
企
業
の
農

業
参
入
は
、
農
業
界
と
産

業
界
の
連
携
に
よ
る
地
域

農
業
の
発
展
に
資
す
る
と

と
も
に
、
特
に
担
い
手
が

不
足
し
て
い
る
地
域
に
お

い
て
は
、
農
地
の
受
け
皿

と
し
て
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
、
農
地

中
間
管
理
機
構
を
中
心
と

伊
藤
農
水
省
は
、
農
村

が
抱
え
る
課
題
と

し
て
、
集
落
の
状
況
や
、

要
望
の
把
握
を
担
う
市
町

村
の
体
制
が
弱
体
化
し
て

い
る
と
指
摘
。
状
況
把
握

か
ら
課
題
解
決
ま
で
を
、

一
貫
し
て
実
践
す
る
人
材

育
成
の
仕
組
み
づ
く
り
を

検
討
方
向
に
掲
げ
た
が
、

本
町
で
は
ど
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
か
。

町
長
行
財
政
改
革
の
着

実
な
推
進
が
求
め

伊
藤
農
水
省
の
新※

た
な

食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
で
は
「
中
小

規
模
、
家
族
経
営
等
多
様

な
担
い
手
が
必
要
。
多
様

化
す
る
国
内
外
の
需
要
に

対
応
し
つ
つ
、
創
意
工
夫

に
よ
り
、
良
質
な
農
産
物

を
合
理
的
な
価
格
で
安
定

的
に
供
給
す
る
こ
と
が
で

き
る
農
業
構
造
を
実
現
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

あ
る
が
、
本
町
の
農
業
振

興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
へ
反

映
さ
れ
て
い
く
の
か
。

町
長
上
位
計
画
で
あ
る

「
か
わ
に
し
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
の
連
動
を

図
る
と
と
も
に
、
農
業
情

勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
概
ね
３
年
を
目
途
に

見
直
し
を
実
施
し
て
い
る
。

昨
年
度
に
見
直
し
を
行
い
、

２
期
目
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
状
況
だ
。

　

国
か
ら
新
た
な
基
本
計

画
が
示
さ
れ
た
が
、
か
わ

に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
後
期

計
画
に
移
行
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
あ
る
の
で
、
内
容

も
踏
ま
え
た
検
討
、
見
直

し
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

伊
藤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
第
２

波
、
第
３
波
の
拡
大
を
ど

の
よ
う
に
防
ぐ
か
。

町
長
三
密
（
密
閉
、
密

集
、
密
接
）
の
回

避
と
感
染
症
拡
大
を
予
防

す
る
「
新
し
い
生
活
様

式
」
の
定
着
を
図
り
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で

周
知
し
て
い
く
。

伊
藤
こ
れ
か
ら
の
医
療

機
関
の
整
備
、
装

具
や
薬
剤
の
備
蓄
確
保
等
、

医
療
対
策
の
強
化
は
ど
う

か
。町

長
置
賜
広
域
病
院
企

業
団
で
は
、
県
補

助
金
を
活
用
し
、
個
人
防

護
具
や
消
毒
液
、
診
療
材

料
の
購
入
と
、
人
工
呼
吸

器
や
一
般
受
診
者
と
の
接

触
を
避
け
る
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
を
順
次
整
備
す
る
。

伊
藤
事
業
者
の
テ
レ
ワ

ー
ク
支
援
、
終
息

後
に
向
け
て
の
企
業
活
動

準
備
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長
本
町
で
テ
レ
ワ
ー

ク
の
導
入
に
至
っ

た
事
業
者
は
な
い
が
、
事

態
の
長
期
化
に
伴
い
、
相

談
体
制
の
強
化
を
図
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

者
の
必
要
と
す
る
支
援
を

検
討
し
て
い
く
。

伊
藤
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
感
染
拡
大
の
中
、

複
合
災
害
（
地
震
や
水

害
）
が
起
き
た
場
合
の
対

応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

町
長
県
の
指
針
等
に
基

づ
き
、「
新
し
い

生
活
様
式
」
を
組
み
入
れ
、

災
害
対
策
を
講
じ
る
。
今

後
、
地
域
の
実
情
を
聞
き
、

避
難
所
の
確
保
や
分
散
を

図
る
取
り
組
み
を
行
う
。

伊
藤
農
工
商
業
や
中
小

企
業
へ
の
経
済
的

支
援
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長
商
工
会
、
農
業
協

同
組
合
と
連
携
し

て
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
。

ま
た
、
金
融
機
関
と
の
連

携
を
図
り
、
適
時
的
確
な

対
応
を
図
っ
て
い
く
。

伊
藤
５
月
25
日
か
ら
再

開
し
た
学
校
生
活

お
よ
び
夏
休
み
短
縮
等
の

教
育
計
画
は
あ
る
か
。

教
育
長
児
童
生
徒
の
様
子

や
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
慎
重
に
対
応
し
て

き
た
こ
と
で
、
順
調
に
学

校
が
再
開
で
き
た
。
夏
休

み
を
小
学
校
で
６
日
か
ら

７
日
間
の
短
縮
、
中
学
校

で
10
日
間
の
短
縮
を
予
定

し
て
い
る
。
さ
ら
に
学
校

行
事
を
見
直
し
授
業
時
数

を
確
保
す
る
。

伊
藤
住
民
に
向
け
た
情

報
提
供
の
充
実
を

ど
う
考
え
る
か
。

町
長
国
・
県
等
関
係
機

関
か
ら
の
情
報
収

集
に
努
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

広
報
媒
体
を
活
用
し
、
各

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
適
時
適
切
な
情
報
提
供

を
行
う
。

伊
藤
「
か
わ
に
し
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
」（
第

５
次
川
西
町
総
合
計
画
）

の
見
直
し
や
計
画
延
長
は

あ
る
か
。

町
長
社
会
情
勢
等
の
変

化
に
伴
う
新
た
な

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

今
年
度
中
に
前
期
５
カ
年

の
取
り
組
み
の
成
果
を
検

証
し
、
次
年
度
か
ら
の
後

期
５
カ
年
計
画
を
策
定
す

る
。

し
て
、
リ
ー
ス
方
式
に
よ

る
企
業
の
参
入
を
推
進
す

る
」
と
あ
る
が
見
解
は
。

町
長
農
業
者
の
高
齢
化

等
に
伴
い
、
地
域

農
業
を
支
え
る
担
い
手
の

育
成
・
確
保
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
農
地
を
管
理

し
、
地
域
農
業
を
支
え
る

手
法
と
し
て
、
企
業
の
農

業
参
入
推
進
も
選
択
肢
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

集
落
営
農
組
織
設
立
、
法

人
化
の
推
進
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
農
地
所
有
適
格

化
法
人
制
度
と
合
わ
せ
て

研
究
し
て
い
く
。

ら
れ
職
員
定
数
管
理
に
努

め
て
き
た
結
果
、
担
当
職

員
数
の
減
少
は
否
め
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
農
業

再
生
協
議
会
事
務
局
と
し

て
、
主
体
的
に
参
画
し
な

が
ら
農
業
・
農
村
を
取
り

巻
く
課
題
等
を
把
握
し
解

決
に
努
め
て
い
る
。

　

地
区
内
の
関
係
組
織
・

団
体
等
が
一
堂
に
会
し
た

活
動
が
展
開
さ
れ
、
国
が

目
指
す
方
向
性
に
先
駆
け

て
体
制
を
構
築
、
実
践
さ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
と
も
、
維
持
・

発
展
に
向
け
て
支
援
を
継

続
し
て
い
く
。

※食料・農業・農村基本計画　食料・農業・農村基本法に基づき政府の長中期の取り
組み方針を定めたもの。概ね５年ごとに変更され、令和２年３月に新たな計画が閣
議決定された。

伊藤　進 議員

カボチャの整枝作業風景新型コロナウイルス対策で学校生活も新たになる

伊藤寿郎 議員

かわにしの ここが聞きたい
農業政策

新
た
な
計
画
が
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
反
映
さ
れ
る
か

　
町
長 

ー 
検
討
と
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る

企
業
の
農
業
参
入
は

人
材
育
成
に
よ
る

体
制
づ
く
り
は

コ
ロ
ナ
対
策

新型コロナウイルス感染症拡大をどう防ぐ

　町長 ー 新しい生活様式で感染拡大を予防

一　般

質　問

（10）（11） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り

令和２年７月15日発行
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寒
河
江
災
害
時
に
お
け
る

避
難
所
の
考
え
方

は
、
た
く
さ
ん
の
人
を
一

カ
所
に
集
め
る
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
、「
密
集
、
密
閉
、

密
接
」
の
三
密
を
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
か

ば
相
反
す
る
対
策
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

あ
る
の
か
。

町
長
県
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お

い
て
は
、「
三
密
回
避
」

を
図
る
た
め
、
収
容
人
数

を
考
慮
し
た
指
定
避
難
所

以
外
の
施
設
を
開
設
す
る

と
さ
れ
て
い
る
。

寒
河
江
町
と
し
て
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
ど
う

か
。町

長
町
の
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
き
、
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
関

係
機
関
、
関
係
団
体
、
地

寒
河
江
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校

が
臨
時
休
校
と
な

り
、
教
育
課
程
で
の
遅
れ

が
生
じ
て
お
り
、
授
業
日

数
で
約
23
日
分
、
授
業
時

間
で
、
小
学
生
１
２
０
時

間
、
中
学
生
で
１
３
０
時

間
が
授
業
で
き
な
く
な
っ

た
が
、
遅
れ
を
ど
う
す
る

か
。

教
育
長
緊
急
事
態
宣
言
の

一
部
解
除
方
針
が

示
さ
れ
、
５
月
11
日
よ
り

週
２
日
程
度
の
分
散
登
校

を
開
始
し
、
５
月
25
日
か

ら
通
常
の
授
業
を
再
開
し

た
。
授
業
の
遅
れ
を
補
う

た
め
、
夏
休
み
を
小
学
生

橋
本
他
市
町
で
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
予
防
の
た
め
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
て

い
る
と
聞
く
。
利
用
者
の

状
態
が
悪
化
す
る
可
能
性

が
あ
る
が
、
本
町
の
状
況

は
。町

長
本
町
で
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を

制
限
し
た
施
設
は
な
い
。

介
護
を
必
要
と
す
る
利
用

者
と
、
家
族
の
生
活
を
継

続
す
る
観
点
か
ら
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
継
続

す
る
よ
う
事
業
所
に
求
め

て
お
り
、
感
染
予
防

対
策
を
取
り
な
が
ら

取
り
組
ん
で
も
ら
っ

橋
本
長
期
間
の
休
校
で
、

児
童
生
徒
の
生
活

橋
本
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
、
徐
々

に
日
常
生
活
に
戻
り
つ
つ

あ
る
。
し
か
し
、
ウ
イ
ル

ス
が
死
滅
し
た
り
、
治
療

薬
が
開
発
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
以
前
と
は

違
っ
た
、
感
染
予
防
の
日

常
が
求
め
ら
れ
る
。
政
府

は
「
新
し
い
生
活
様
式
」

を
提
唱
し
、
こ
れ
ま
で
の

多
く
の
仲
間
と
密
接
に
接

し
、
語
り
合
い
、
喜
び
合

っ
た
価
値
観
が
一
変
す
る

こ
と
に
な
る
。
町
民
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
周
知
し

て
い
く
の
か
。
具
体
的
に
、

人
の
集
ま
り
の
基
準
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
町
独
自

の
基
準
を
設
け
る
の
か
。

町
長
す
で
に
、
マ
ス
コ

ミ
で
は
公
表
さ
れ

て
い
る
が
、
緊
急
事
態
解

除
後
の
公
共
施
設
の
利
用

や
会
議
・
催
事
の
開
催
の

基
準
を
、
国
・
県
に
従
い

５
月
29
日
改
正
し
た
。
町

報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
知

ら
せ
て
い
く
。

橋
本
新
し
い
生
活
様
式

の
周
知
は
、
町
報

だ
け
で
な
く
別
刷
り
の
わ

か
り
や
す
い
チ
ラ
シ
な
ど

で
知
ら
せ
る
べ
き
と
思
う
。

ま
た
、
い
っ
た
ん
途
切
れ

た
も
の
は
復
活
が
困
難
な

場
合
も
あ
り
、
十
分
な
支

援
体
制
が
必
要
と
思
う
。

町
長
一
過
性
の
こ
と
で

あ
れ
ば
よ
い
が
、

継
続
す
る
も
の
と
す
れ
ば

十
分
に
考
え
て
い
き
た
い
。

て
い
る
。

橋
本
「
高
齢
者
サ
ロ

ン
」
や
「
認
知
症

カ
フ
ェ
」
な
ど
の
介
護
予

防
活
動
の
再
開
は
ど
う
か
。

町
長
緊
急
事
態
解
除
を

受
け
、
介
護
予
防

事
業
を
再
開
し
た
。
高
齢

者
サ
ロ
ン
を
一
部
再
開
し

て
お
り
、「
い
き
い
き
百

歳
体
操
」
な
ど
も
速
や
か

に
再
開
し
た
い
。
三
密
を

避
け
、
新
し
い
生
活
様
式

に
の
っ
と
り
開
催
し
て
い

く
。

で
６
～
７
日
間
、
中
学
生

で
10
日
間
の
短
縮
を
予
定
。

足
り
な
い
と
こ
ろ
は
、
学

校
行
事
の
見
直
し
や
年
末

年
始
休
業
の
短
縮
等
で
不

足
分
を
補
う
。

寒
河
江
児
童
生
徒
に
、
過

度
な
詰
込
み
が
生

じ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
き
、
必
要
な

教
科
時
間
数
は
確
保
で
き

る
見
込
み
で
、
子
ど
も
た

ち
に
無
理
な
負
荷
を
か
け

る
こ
と
な
く
、
本
年
度
中

に
学
習
を
修
了
で
き
る
も

の
と
思
う
。

が
変
化
し
、
学
校
生
活
に

慣
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
が

対
応
は
。

教
育
長
休
校
中
に
家
庭
訪

問
や
電
話
連
絡
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を

と
っ
て
い
る
。
学
校
生
活

に
適
応
で
き
る
状
況
を
指

導
し
て
い
く
。

橋
本
休
校
の
遅
れ
を
ど

の
よ
う
に
取
り
戻

す
の
か
。

教
育
長
夏
休
み
や
年
末
年

始
休
業
の
短
縮
、

学
校
全
体
で
取
り
組
む
活

動
の
見
直
し
や
精
選
で
授

業
時
数
を
確
保
す
る
。

域
住
民
と
連
携
し
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
新
た
な
災

害
対
策
と
し
て
、「
新
し

い
生
活
様
式
」
を
組
み
入

れ
る
こ
と
と
し
た
。
災
害

対
応
備
蓄
品
の
補
充
や
遠

隔
用
通
信
機
器
を
各
地
区

に
配
備
し
、
早
め
に
情
報

を
伝
え
て
い
く
。

寒
河
江
避
難
所
で
は
、
相

互
間
の
間
隔
を
２

メ
ー
ト
ル
以
上
離
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
避
難
所

内
に
は
、
大
勢
の
人
数
が

入
れ
な
く
な
る
が
ど
う
す

る
か
。

町
長
新
た
な
避
難
所
の

確
保
や
、
衛
生
管

理
の
た
め
の
資
材
配
備
な

ど
を
指
示
し
て
い
る
。
避

難
所
以
外
に
知
人
、
親
戚

宅
へ
の
分
散
型
避
難
を
検

討
す
る
こ
と
、
マ
ス
ク
、

消
毒
液
な
ど
は
、
自
ら
用

意
し
て
お
く
こ
と
な
ど
、

町
報
を
通
じ
て
感
染
予
防

に
配
慮
し
た
避
難
行
動
を

呼
び
掛
け
て
い
く
。 寒河江司  議員

避難所の三密対策を急げ ＝ 中央公民館「新しい生活様式」とは（首相官邸HPより）

橋本欣一 議員

かわにしの ここが聞きたい
コロナ対策

コ
ロ
ナ
禍
で
避
難
所
の
再
編
を
ど
う
す
る

　
町
長 

ー 

分
散
し
た
避
難
所
対
策
を
図
っ
て
い
く

授
業
の
遅
れ
を
ど
う
す
る

町
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

コ
ロ
ナ
対
策

「新しい生活様式」の普及をどうするか

　町長 ー 町報６月号などで町民に周知する

介
護
施
設
で
の
対
策
は

学
校
再
開
の
対
応
は
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※１ユーチューブ　動画配信サービス
※２Wi-Fi（ワイファイ）　パソコン、スマホ、タブレットなどの

機器を無線（ワイヤレス）でLANに接続する技術

吉
村
今
年
度
で
５
年
間

の
各
地
区
交
流
セ

吉
村
各
種
検
診
会
場
が

「
川
西
町
交
流
館

あ
い
ぱ
る
」
で
行
わ
れ
る

こ
と
が
町
報
等
で
報
じ
ら

れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
理

由
で
そ
う
な
っ
た
の
か
。

町
長
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
拡
大
予
防
対

策
と
し
て
、
重
要
な
３
つ

の
密
「
密
閉
、
密
集
、
密

接
」
を
回
避
す
る
た
め
、

６
月
に
実
施
を
予
定
し
て

い
る
犬
川
地
区
と
玉
庭
地

区
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
会
場
の
広
さ
を
考
慮
し

「
川
西
町
交
流
館
あ
い
ぱ

る
」
に
変
更
し
た
。

吉
村
特
に
、
玉
庭
地
区

に
つ
い
て
は
、
会

場
が
遠
く
な
り
、
ど
う
し

て
い
け
ば
い
い
の
か
不
安

だ
と
の
声
が
あ
る
。
地
区

内
で
の
会
場
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

町
長
検
診
の
通
知
に
つ

い
て
は
、
玉
庭
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
、

事
前
に
相
談
し
て
ほ
し
か

っ
た
と
の
指
摘
が
あ
り
、

再
度
玉
庭
地
区
内
で
三
密

回
避
可
能
な
検
診
会
場
の

検
討
を
行
っ
た
結
果
、「
川

西
町
立
玉
庭
小
学
校
」
の

一
部
を
借
り
て
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
来
年
度

以
降
の
会
場
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、

地
区
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
設
定
し
て
い
く
。

遠
藤
今
年
度
予
定
し
た

中
郡
、
吉
島
の
両

小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
取
付

工
事
が
未
着
手
で
、
い
つ

完
成
す
る
の
か
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
マ
ス
ク
使
用
で

勉
強
す
る
子
ど
も
た
ち
の

暑
さ
対
策
を
ど
う
考
え
る

か
。

教
育
長
国
の
補
助
事
業
を

活
用
し
、
昨
年
度

よ
り
整
備
が
始
ま
り
、
川

西
中
、
大
塚
小
は
完
成
済

み
。
補
助
金
交
付
決
定
後

の
着
手
と
な
る
た
め
遅
れ

て
い
る
が
、
９
月
末
ま
で

の
完
成
に
向
け
進
め
る
。

暑
さ
対
策
は
、
扇
風
機
や

日
差
し
を
遮
る
カ
ー
テ
ン

を
活
用
。
こ
ま
め
な
水
分

補
給
で
熱
中
症
予
防
と
、

換
気
の
徹
底
を
行
う
。

遠
藤
小
中
学
校
内
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
は
ど
う

か
。

教
育
長
国
や
県
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
も
と
に
、
検

温
や
手
洗
い
の
徹
底
、「
３

つ
の
密
」
を
避
け
る
た
め
、

授
業
の
進
め
方
や
休
み
時

間
、
給
食
時
の
対
応
で
感

染
リ
ス
ク
低
減
策
に
取
り

組
む
。

遠
藤
学
業
の
遅
れ
を
ど

う
取
り
戻
す
か
。

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ

Ｔ
）
の
勤
務
に
影
響
は
な

い
か
。

教
育
長
小
学
校
、
中
学
校

の
夏
休
み
期
間
の

短
縮
や
、
年
末
年
始
休
業

を
小
中
学
校
と
も
に
１
日

か
ら
２
日
短
縮
、
ま
た
、

ク
ラ
ブ
活
動
等
の
学
校
全

体
で
取
り
組
む
活
動
の
見

直
し
や
精
選
を
行
い
、
授

業
時
間
を
確
保
す
る
。

　

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
１
人
は
本
町
在
住

で
継
続
勤
務
し
て
お
り
、

本
年
度
よ
り
新
し
く
１
人

を
配
置
。
中
学
校
を
中
心

に
英
語
指
導
に
従
事
し
て

い
る
。

遠
藤
休
業
中
の
家
庭
学

習
の
在
り
方
が
問

題
視
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

本
町
の
ネ
ッ
ト
環
境
の
現

状
と
整
備
を
ど
う
す
る
か
。

ン
タ
ー
基
本
協
定
が
終
了

し
、
来
年
度
よ
り
、
新
た

な
基
本
協
定
の
締
結
と
な

る
が
、
臨
時
職
員
の
処
遇

を
事
務
局
員
と
し
、
通
年

雇
用
を
図
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長
地
区
交
流
セ
ン
タ

ー
の
職
員
体
制
に

つ
い
て
は
、
平
成
24
年
の

第
２
期
指
定
管
理
期
間
で

は
、
業
務
量
の
増
加
に
伴

い
、
事
務
補
助
と
し
て
繁

忙
期
の
10
カ
月
に
対
応
す

る
た
め
、
臨
時
職
員
１
人

分
を
増
や
し
、
指
定
管
理

料
に
盛
り
込
ん
だ
。
平
成

30
年
度
に
は
、
臨
時
職
員

の
時
間
単
価
の
増
額
を
行

う
処
遇
改
善
に
努
め
て
き

た
。
次
年
度
か
ら
の
第
４

期
指
定
管
理
業
務
の
職
員

体
制
に
つ
い
て
は
、
今
期

５
年
間
の
実
績
と
評
価
、

課
題
等
の
意
見
集
約
を
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
、
現

在
の
体
制
や
仕
組
み
を
基

本
と
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

吉
村
各
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
業
務
を
行
う

の
に
、
職
員
の
自
家
用
車

で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い

現
状
を
考
え
る
と
、
多
目

的
利
用
の
た
め
の
セ
ン
タ

ー
車
を
配
置
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長
車
両
導
入
経
費
や

継
続
的
な
維
持
管

理
、
整
備
等
に
要
す
る
経

費
が
大
き
く
、
使
用
頻
度

を
考
え
る
と
、
費
用
対
効

果
や
優
先
度
か
ら
判
断
し

て
配
置
は
難
し
く
、
現
在

の
運
用
で
対
応
し
て
い
く
。

教
育
長

ユ※
１

ー
チ
ュ
ー
ブ

を
活
用
し
た
動
画

の
配
信
を
行
っ
て
い
る
が
、

双
方
向
で
学
習
で
き
る
環

境
で
は
な
い
。
校
内
の
Ｗ※
２

ｉ
‒
Ｆ
ｉ
環
境
は
整
っ
て

お
り
、
今
後
は
、
国
が
進

め
る
１
人
１
台
の
パ
ソ
コ

ン
を
整
備
し
、
一
人
一
人

に
あ
っ
た
学
習
を
研
究
し

て
い
く
。

遠
藤
「
そ
よ
風
の
森
」

施
設
は
大
半
が
女

性
入
所
者
で
あ
る
。
順
番

で
入
所
と
な
る
が
、
男
性

が
後
回
し
に
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
か
。
男
女
部
屋
の

バ
ラ
ン
ス
の
調
査
研
究
等

で
、
よ
り
良
い
利
用
法
を

求
む
。

町
長
５
月
末
現
在
の
入

所
状
況
は
、
男
性

10
人
女
性
90
人
と
な
っ
て

い
る
。
待
機
者
の
状
況
は
、

男
性
18
人
、
女
性
72
人
で

あ
る
。
半
数
が
１
年
未
満

の
待
機
期
間
だ
。
男
女
を

同
室
と
し
な
い
運
用
で
、

入
所
調
整
委
員
会
が
決
定
。

性
別
を
問
わ
ず
高
順
位
よ

り
入
所
と
な
る
。
今
後
と

も
柔
軟
な
運
用
と
家
族
へ

の
丁
寧
な
説
明
を
行
う
。

吉村　徹 議員

一部を借用し検診会場に ＝ 玉庭小学校

遠藤明子 議員

暑さ対策が望まれる ＝ 犬川小学校

かわにしの ここが聞きたい
検診

検
診
会
場
を
地
区
内
に
設
定
す
べ
き
で
は

　
町
長 

ー 

地
区
内
に
変
更
し
実
施
す
る

各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

の
基
本
協
定
改
定
は

特
別
養
護
老
人
施
設
に

つ
い
て

学
校
教
育

小中学校の暑さ対策をどうするか

　教育長 ー 扇風機や遮光カーテン等で対応する
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令
和
元
年
度
一
般
会
計

予
算
ほ
か
３
会
計
の
専
決

処
分
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
承
認
を
求
め
ら
れ
た
。

　

い
ず
れ
も
事
業
費
の
確

定
に
よ
る
も
の
で
、
議
会

を
招
集
す
る
時
間
が
な
か

っ
た
た
め
、
専
決
処
分
を

行
っ
た
。
額
は
表
の
通
り
。

項　　目 内　容 補　正　額 総　　額

一般会計（第11号） 事業費の確定 ▲8億3293万円 108億8522万円

国民健康保険事業特別
会計(第４号） 事業費の確定 ▲7992万円 17億8560万円

下水道事業特別会計
（第５号） 事業費の確定 ▲6258万円 5億2364万円

介護保険事業特別会計
(第４号） 事業費の確定 ▲5098万円 18億7055万円

　

令
和
元
年
度
の
事
業
に

お
い
て
、
年
度
内
に
そ
の

事
業
の
支
出
が
終
わ
ら
な

い
見
込
み
の
も
の
に
つ
い

て
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し

使
用
で
き
る
。
表
の
９
事

業
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

　

新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

は
完
成
に
向
け
て
順
調
に

進
ん
で
い
る
。

　

強
い
農
業
・
担
い
手
関

連
で
は
被
災
農
業
者
支

援
・
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
等
。

　

千
松
寺
橋
橋
梁
整
備
・

山
口
沢
川
災
害
復
旧
工
事
。

　

メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
下

水
道
布
設
工
事
。

　

町
当
局
は
こ
れ
ら
の
事

業
を
、
遅
滞
な
く
進
め
る

と
し
て
い
る
。

事業名 繰越額 財源内訳
既収入特定財源 国県支出金 町債 一般財源

一
般
会
計

新庁舎整備事業 4294万4000円 4290万円 4万4000円

保育環境改善等事業 301万2000円 1万6000円 299万6000円

強い農業･担い手づくり総合支援交付金（被災農業者支援事業） 1944万円 1944万円

担い手確保･経営強化支援事業 589万円 589万円

ため池緊急防災体制整備促進事業 73万7000円 73万7000円

橋梁長寿命化修繕整備事業 2210万1000円 1379万5000円 700万円 130万6000円

公共土木施設災害復旧事業 2911万7000円 1922万円 980万円 9万7000円

合　　　計 1億2324万1000円 1万6000円 6207万8000円 5970万円 144万7000円

下
水
道
事
業

特
別
会
計

公共下水道事業（補助） 840万1000円 420万1000円 420万円

公共下水道事業（起債単独） 403万6000円 400万円 3万6000円

合　　計 1243万7000円 420万1000円 820万円 3万6000円

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

　
川
西
町
で
仕
事
を
は
じ

め
て
15
年
、
議
会
活
動
に

は
ま
っ
た
く
興
味
が
な
く
、

議
会
だ
よ
り
も
見
た
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
だ
半
年
程
度
で
す
が

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
を
続
け

て
み
て
、
議
会
傍
聴
が
誰

に
で
も
参
加
で
き
る
な
ど
、

自
分
が
暮
ら
し
て
い
る
町

な
の
に
知
ら
な
い
こ
と
が

多
く
、
無
関
心
す
ぎ
た
自

分
を
省
み
る
良
い
機
会
を

い
た
だ
い
た
と
感
じ
ま
す
。

　
町
民
が
も
っ
と
町
政
に

関
心
を
持
っ
て
声
を
上
げ

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
議

会
も
も
っ
と
町
民
に
寄
り

添
っ
て
議
会
活
動
を
周
知

さ
せ
て
い
く
姿
勢
も
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
ま

ま
で
は
議
員
の
方
々
が
自

分
の
都
合
の
い
い
よ
う
に

進
め
て
い
る
だ
け
の
感
じ

は
否
め
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
ま
で
衰
退
し
て
し

ま
っ
た
町
を
、
今
ま
で
の

や
り
方
で
魅
力
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
の
は
不
可

能
だ
と
思
い
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
若
い
人
の
移

住
が
期
待
で
き
る
メ
デ
ィ

カ
ル
タ
ウ
ン
計
画
。
作
っ

て
満
足
す
る
だ
け
で
な
く
、

保
育
・
住
居
環
境
を
整
え

定
住
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
切
に
願
い
ま
す
。

こ
の
町
に
は
若
い
パ
ワ
ー

が
必
要
で
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

の
特
別
定
額
給
付
金
事
業

等
の
補
正
で
15
億
７
２
５

３
万
円
の
追
加
。
予
算
総

額
１
３
５
億
７
９
５
３
万

円
と
な
る
も
の
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て
は

追
加
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
関

連
、
支
援
金
等
補
正
額
１

億
３
２
６
万
円
の
追
加
。

予
算
総
額
１
３
６
億
８
２

７
９
万
円
と
な
る
も
の
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

令
和
２
年
度
の
税
制
改

正
に
つ
い
て
は
、
経
済
社

会
の
構
造
変
化
を
踏
ま
え
、

全
て
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
更
新
計

画
等
に
よ
り
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
２
台
（
吉
島
小
・
川

西
中
）
の
購
入
が
上
程
さ

れ
た
。

指
名
競
争
入
札

落
札
者

株
式
会
社

　
　
　

富
樫
モ
ー
タ
ー
ス

代
表
取
締
役

　
　
　
　
　

富
樫　

貞
邦

　

い
ず
れ
も
同
型
式
車
両

で
、
税
込
み
７
５
８
万
１

２
０
０
円
（
１
台
）。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

税
制
改
正
に
伴
う
関
係

条
例
改
正
及
び
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
の
一
般
会

計
補
正
予
算
案
が
上
程
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行

っ
た
。

子
ど
も
に
対
す
る
公
平
な

税
制
を
実
現
す
る
た
め
の

対
応
や
所
有
者
不
明
土
地

等
に
係
る
固
定
資
産
税
へ

の
課
題
へ
の
対
応
等
を
図

る
た
め
の
内
容
で
、
こ
の

税
制
改
正
に
合
わ
せ
て
地

方
税
法
等
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
次
の
関
係

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

⑴
川
西
町
税
条
例
⑵
川
西

町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
⑶
川
西
町
国

民
健
康
保
険
税
条
例
⑷
川

西
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
条
例
⑸
川
西
町
都

市
計
画
税
条
例

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

（
反
対
２
人
）

飲食店・花卉農家応援キャンペーン

専決した令和元年度補正予算

令和元年度から繰り越した事業

事業費確定により減額

台
風
被
災
農
業
者
対
策
等

９
事
業
繰
り
越
し

広報モニターから

ひとこと⑤
犬川　古山　　司 さん

臨時会

第
１
回
臨
時
会

５
月
７
日

第
2
回
臨
時
会

５
月
25
日

補
正
予
算

補
正
予
算

税
制
改
正

専　決

処　分

繰　越

明　許
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令
和
元
年
10
月
12
日
に

日
本
列
島
に
上
陸
し
、
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

台
風
19
号
に
お
け
る
本
町

の
被
災
者
等
へ
の
復
旧
対

策
に
つ
い
て
調
査
す
る
た

め
、
令
和
元
年
12
月
16
日

に
「
令
和
元
年
台
風
19
号

の
被
災
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
」
を
設
置
し
調

査
を
行
っ
て
き
た
。

　

本
特
別
委
員
会
の
中
に

小
委
員
会
を
設
け
、
当
局

の
被
災
地
対
応
業
務
及
び

そ
の
進
捗
状
況
等
を
調
査

し
て
き
た
。
そ
の
間
、
小

委
員
会
は
5
回
、
本
特
別

委
員
会
は
4
回
の
会
合
を

重
ね
進
め
て
き
た
。

　

そ
の
中
で
一
部
提
言
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、
特

別
委
員
会
全
体
で
以
下
の

現
地
調
査
な
ど
を
行
っ
た
。

　

①
玉
庭
放
牧
場
（
稲
わ

　

本
町
議
会
で
は
議
員
活
動
に
対
し

て
毎
月
１
万
円
の
政
務
活
動
費
が
交

付
さ
れ
て
い
る
。
議
会
で
は
議
会
基

本
条
例
に
基
づ
い
て
、
使
途
を
平
成

25
年
度
か
ら
公
表
し
て
い
る
。

　

各
議
員
か
ら
報
告
あ
っ
た
令
和
元

年
度
の
政
務
活
動
費
の
使
途
状
況
は

下
記
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
各
議
員

の
政
務
活
動
費
の
領
収
書
の
公
表
を

行
っ
て
い
る
。
県
内
で
は
最
初
に
行

い
、
全
国
的
に
み
て
も
い
ち
早
い
対

応
で
、
よ
り
透
明
度
を
高
め
て
い
る
。

経　　費 内　　　　容
調 査 研 究 費 議員が行う町の事務、地方行政等に関する調査研究（視察を含む）及び

調査委託に要する経費

研 修 費
１　議員が行う研修会、講演会等の実施（共同開催を含む）に要する経費
２　団体などが開催する研修会（視察を含む）、講演会等への議員及び

議員の雇用する職員の参加に要する経費
広報・ 広聴費 議員が行う活動の広報・広聴活動に要する経費
要請陳情等活動費 議員が行う要請陳情活動、住民相談等の活動に要する経費

会 議 費 １　議員が行う各種会議、住民相談会等に要する経費
２　団体などが開催する意見交換会等各種会議への議員の参加に要する経費

資 料 作 成 費 議員が行う活動に必要な資料を作成するために要する経費
資 料 購 入 費 議員が行う活動のために必要な図書、資料等の購入、利用等に要する経費
事 務 所 費 議員が行う活動のために必要な事務所の設置及び管理に要する経費
事 務 費 議員が行う活動に係る事務の遂行に要する経費
人 件 費 議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費

（単位：円）

議員名
支　　　　出 収　　　入

調査研究費 研修費 広報･広聴費 要請陳情等活動費 会議費 資料作成費 資料購入費 事務所費 事務費 人件費 政務活動費 その他

加藤　俊一
23,009 9,792 79,739

112,540 0宮城県加美町、山
元町視察 地方議会人購読料 インターネット利用料、町村議会議員団

体保障制度加入金、プリンタインク等

鈴木　幸葊
28,822 12,816 64,109

105,747 0県選出国会議員と
の政策研修等

地方議会人購読
料、図書購入

インターネット利用料、町村
議会議員団体保障制度加入金

髙橋　輝行
142,833 8,976 22,000

110,000 63,809
鹿児島県視察 地方議会人購読料 町村議会議員団体保

障制度加入金

淀　　秀夫
142,833 9,792 22,000

120,000 54,625
鹿児島県視察 地方議会人購読料 町村議会議員団体保

障制度加入金

橋本　欣一
28,822 32,432 65,946

120,000 7,200県選出国会議員と
の政策研修等

地方議会人購読
料、図書購入

インターネット利用料、町村
議会議員団体保障制度加入金

神村　建二
28,822 19,202 9,792 65,948

120,000 3,764県選出国会議員と
の政策研修等 プリンタインク等 地方議会人購読料 インターネット利用料、町村

議会議員団体保障制度加入金

伊藤　　進
31,272 71,824

103,096 0地方議会人購読
料、図書購入

インターネット利用料、町村議会議員団
体保障制度加入金、プリンタインク等

伊藤　寿郎
23,009 14,576 56,792

94,377 0宮城県加美町、山
元町視察

地方議会人購読
料、図書購入

インターネット利用料、町村
議会議員団体保障制度加入金

島貫　　偕
142,833 8,976 22,000

110,000 63,809
鹿児島県視察 地方議会人購読料 町村議会議員団体保

障制度加入金

吉村　　徹
28,822 78,726 62,320

110,000 59,868県選出国会議員と
の政策研修等

地方議会人購読
料、図書購入

インターネット利用料、町村
議会議員団体保障制度加入金

寒河江　司
23,009 30,756 57,445

110,000 1,210宮城県加美町、山
元町視察

地方議会人購読
料、図書購入

インターネット利用料、町村
議会議員団体保障制度加入金

渡部　秀一
23,009 29,270 59,800

110,000 2,079宮城県加美町、山
元町視察

地方議会人購読
料、図書購入

インターネット利用料、町村
議会議員団体保障制度加入金

遠藤　明子
28,822 20,250 59,800

108,872 0県選出国会議員と
の政策研修等

地方議会人購読料、議員
必携、教育新聞購読料

インターネット利用料、町村
議会議員団体保障制度加入金

井上　晃一
103,630 8,976 22,000

110,000 24,606川西町国際交流協会マレーシ
ア・日本交流プロジェクト参加 地方議会人購読料 町村議会議員団体保

障制度加入金

ら
集
積
所
）
②
山
口
沢
川

河
川
災
害
復
旧
現
場
③
万

福
寺
川
④
黒
川
の
樋
門
。

こ
れ
ら
の
現
場
検
証
に
よ

っ
て
本
災
害
の
課
題
と
す

る
と
こ
ろ
も
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

本
特
別
委
員
会
の
設
置

期
間
は
、
審
査
事
件
に
係

る
調
査
が
終
了
す
る
ま
で

と
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
、

被
災
さ
れ
た
人
の
生
活
再

建
が
な
さ
れ
、
農
作
業
の

春
作
業
に
も
支
障
が
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
６

月
本
定
例
会
の
報
告
を
も

っ
て
調
査
を
終
了
し
た
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
調
査

終
了
に
当
た
り
、
調
査
結

果
を
踏
ま
え
て
当
局
に
対

し
次
の
３
点
を
申
し
入
れ

る
こ
と
と
し
た
。

⑴　準用河川「万福寺川」堤防の嵩上げの
早期実現

⑵　被災者支援制度の充実
⑶　県管理の河川、樋門等の管理強化

町当局へ申し入れ
６/15

堤防に土のう（応急措置）で嵩上げ ＝ 万福寺川

特　別
委員会

議
会  

町
に
対
策
を
申
し
入
れ

台
風
19
号
の
被
災

政　務
活動費

全議員の
使途を公開します

議員に交付する政務活動費の使途
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ダ
リ
ヤ
園
・
ま
ど
か
・

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
整
備

さ
れ
て
い
る
が
、
ま
ど
か

の
源
泉
に
つ
い
て
は
考
慮

す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。
内
山
沢
遊
歩
道
は
鳥

　
平
成
27
年
９
月
定
例
会

の
「
町
長
に
聞
く
」
で
は

ふ
れ
あ
い
の
丘
構
想
に
関

し
て
、
ま
た
28
年
３
月
の

一
般
質
問
で
は
ふ
れ
あ
い

の
丘
の
観
光
誘
客
に
つ
い

て
取
り
上
げ
た
。

　
ふ
れ
あ
い
の
丘
と
は
、

ダ
リ
ヤ
園
を
含
む
一
帯
の

置
賜
公
園
・
ま
ど
か
・
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
・
内
山
沢

遊
歩
道
等
の
全
体
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
置

賜
公
園
に
は
原
田
城
祉
と

ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
そ
し
て

鏡
沼
が
あ
る
。

獣
対
策
や
松
枯
れ
・
ナ
ラ

枯
れ
に
お
け
る
対
策
が
求

め
ら
れ
る
。
置
賜
公
園
の

ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
は
順
調

に
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し

て
い
る
が
、
野
外
ス
テ
ー

ジ
は
経
年
劣
化
し
て
お
り
、

修
繕
も
撤
去
も
計
画
に
な

い
。
鏡
沼
の
菱
（
ひ
し
科

の
一
年
生
植
物
）
は
夏
場

に
な
る
と
、
水
面
の
４
分

の
３
く
ら
い
を
覆
っ
て
し

ま
い
景
観
や
水
質
が
懸
念

さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支

障
が
出
て
い
る
た
め
、
対

策
が
急
が
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
の
現

状
か
ら
取
り
組
み
ま
で
の

７
項
目
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

①　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

現
状
か
ら
関
係
法
令
の
改

正
に
伴
う
町
税
・
保
険
料

等
の
減
免
な
ど
の
５
項
目

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

②　

令
和
３
年
度
川
西
町

重
要
事
業
要
望
に
つ
い
て

要
望
項
目
の
説
明
が
あ
っ

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
係
る
議
会

の
対
応
に
つ
い
て
①
議
席

の
配
置
②
傍
聴
者
の
対
応

③
登
庁
前
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
④
議
会
費
に
係
る
対
応

の
４
項
目
を
協
議
し
た
。

わ
ー
、
す
ご
ー
い
！

　

６
月
21
日
夕
方
、
部
分

日
食
観
察
会
が
、
町
内
の

コ
ン
ビ
ニ
駐
車
場
の
一
角

で
行
わ
れ
た
。

　

約
２
時
間
の
壮
大
な
天

体
シ
ョ
ー
は
、
夏
至
の
日

食
と
し
て
は
３
２
７
年
ぶ

り
で
あ
り
、
老
若
男
女
を

問
わ
ず
約
30
人
の
町
民
が

天
体
シ
ョ
ー
に
魅
了
さ
れ

た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に

よ
っ
て
心
が
沈
み
が
ち
な

毎
日
だ
っ
た
が
、
こ
の
日

ば
か
り
は
日
食
と
い
う
自

然
現
象
の
神
秘
に
、
観
衆

の
心
が
奪
わ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。

　

次
に
川
西
町
で
日
食
が

見
ら
れ
る
の
は
10
年
後
と

な
る
。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議　　員　　名

井
上　

晃
一

遠
藤　

明
子

渡
部　

秀
一

寒
河
江　

司

吉
村　
　

徹

島
貫　
　

偕

伊
藤　

寿
郎

伊
藤　
　

進

神
村　

建
二

橋
本　

欣
一

淀　
　

秀
夫

髙
橋　

輝
行

鈴
木　

幸
葊

加
藤　

俊
一

議第39号 令和元年度川西町一般会計補正予算（第11号）の専決処分の承認について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －
議第40号 令和元年度川西町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）の専決処分の承認について × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 －
議第54号 財産の取得について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －
議第50号 川西町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －
議第43号 令和２年度川西町一般会計補正予算（第３号） － 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 －
議第47号 令和２年度川西町水道事業会計補正予算（第１号） － 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 －

町提出案件16件、報告５件。○は賛成、×は反対。議長・予算特別委員長（予算のみ）は賛否に加わらない。
上記以外は出席者全員賛成。

報
告

　

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
②
統
一
的

な
基
準
に
よ
る
財
務
書
類

③　

川
西
町
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
（
案
）
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

③
か
わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
（
第
５
次
川
西
町
総
合

計
画
）
後
期
基
本
計
画
及

び
第
２
期
川
西
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
策
定
の
説
明
が
あ

っ
た
。
④
置
賜
広
域
行
政

事
務
組
合
議
会
臨
時
会
⑤

置
賜
広
域
病
院
企
業
団
議

会
臨
時
会
の
報
告
が
な
さ

れ
た
。

協
議

　

①
新
庁
舎
に
お
け
る
議

会
中
継
シ
ス
テ
ム
②
議
会

意
見
交
換
会
③
令
和
元
年

台
風
19
号
の
被
災
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
報
告

書
④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
係
る
議

会
費
の
対
応
。
以
上
４
項

目
を
協
議
し
た
。

　

ダ
リ
ヤ
園
・
ま
ど
か
・

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
・
内
山

沢
遊
歩
道
・
ハ
ー
ブ
ガ
ー

デ
ン
・
原
田
城
祉
と
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
議

会
で
は
こ
の
観
光
資
源
を

も
っ
と
生
か
す
べ
く
、
つ

な
が
り
を
持
た
せ
イ
ベ
ン

ト
等
の
企
画
を
す
る
べ
き

で
あ
る
と
提
案
し
て
い
る
。

川
西
町
の
一
大
観
光
拠
点

と
し
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
に
は
、
回
遊
で
き
る
仕

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

景観や水質の対策が求められている鏡沼

小松地区を一望できる「あずまや」

追　
跡 あれから……

どうなった！
ふ
れ
あ
い
の
丘
構
想

一
帯
を
つ
な
ぎ
回
遊
で
き
る
仕
組
み
を

平
成
28
年
３
月
議
会
の
一
般
質
問
で「
ふ
れ

あ
い
の
丘
の
観
光
誘
客
」を
取
り
上
げ
た
。

地
域
活
性
化
を
目
指
す

川
西
町
の
観
光
拠
点

現
状
と
課
題
は

全
員
協
議
会

４
月
28
日

全
員
協
議
会

５
月
21
日

全
員
協
議
会

６
月
11
日

全
員
協
議
会

５
月
25
日

全　員
協議会

表
紙
の
写
真

６月定例会の議決状況
議会基本条例の規定により賛否の分かれたもののみ、各議員の議案に対する賛否状況を報告する。
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一
応
読
ん
で
ま
す
。（
笑

い
）

　

が
ん
ば
る
川
西
で
紹
介

し
て
も
ら
え
る
な
ん
て
…

光
栄
で
す
。

　

そ
う
言
え
ば
、
３
月
に

山
形
放
送
の
番
組
で
マ
ル

シ
ェ
と
大
豆
を
取
り
上
げ

て
貰
っ
た
ん
で
す
よ
。

　

緊
張
し
ま
し
た
。

　

こ
の
前
、《
す
ぐ
食
べ

ら
れ
る
煮
豆
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
》
の
み
な
さ
ん
の
応
援

の
お
か
げ
も
あ
っ
て
、
町

の
子
ど
も
た
ち
に
紅
大
豆

の
甘
煮
を
食
べ
て
も
ら
え

る
機
会
を
い
た
だ
き
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
学

童
保
育
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。
川
西
産
を

食
べ
て
す
く
す
く
成
長
し

　

仙
台
か
ら
移
住
し
て
農

業
６
年
目
、
吉
島
の
紅
大

豆
研
究
会
や
北
方
大
豆
組

合
の
先
輩
方
に
指
南
し
て

頂
き
、
よ
う
や
く
「
ビ
ス

ト
ロ　

ビ
ー
ン
ズ
」
を
立

ち
上
げ
１
年
半
が
経
ち
ま

し
た
。

　

作
物
の
栽
培
か
ら
６
次

産
業
化
ま
で
一
貫
し
た
商

品
開
発
を
精
力
的
に
進
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

商
品
は
森
の
マ
ル
シ
ェ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
か
ら
は
大
豆
の
作

付
面
積
を
増
や
し
、
新
た

な
仲
間
が
増
え
れ
ば
い
い

な
ぁ
っ
て
考
え
て
い
る
ん

で
す
。

　

そ
れ
と
、
紅
大
豆
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
の
販

売
促
進
と
毎
年
参
加
し
て

い
る
東
京
上
野
の
「
か
わ

に
し
豆
の
展
示
会
」
は
継

続
し
て
も
ら
い
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。 次回定例会は9月です

議会傍聴に
おいでください

定例会本会議、予算特別委員会はNCV、インターネットで生中継。議会フェイスブックもご覧ください。

まちの未来が見える
 （６月定例会の傍聴者は５人）

　

川
西
町
議
会
は
、
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
、
町

民
と
の
意
見
交
換
会
を
土

台
に
「
政
策
提
言
」
を
行

っ
て
き
た
。
さ
ら
に
提
言

後
の
回
答
か
ら
１
年
後
に

は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に

事
業
が
進
捗
し
た
か
、
行

政
の
取
り
組
み
を
検
証
評

価
し
て
い
る
。

　

議
会
と
の
意
見
交
換
会

は
、
２
年
で
７
地
区
を
一

巡
し
、
今
年
で
８
年
目
の

開
催
を
予
定
し
て
い
た
が
、

現
下
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
収
束
の
状

況
が
見
通
せ
な
い
こ
と
か

ら
、
６
月
11
日
の
全
員
協

議
会
に
て
今
年
度
の
意
見

交
換
会
を
中
止
す
る
こ
と

と
し
、
各
常
任
委
員
会
に

お
い
て
政
策
提
言
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

政策提言検証の流れ（平成30年度）
平成30年 8/20･21 意見交換会

問題整理･発見（広報広聴委）

分析･討論（各常任委員会）

提言立案･討論（全員協議会）

平成30年 10/26 政策提言

平成30年 11/30 回　答
　１年後

令和２年 1/31 政策検証･評価

※１ポリフェノール　動脈硬化や脳梗塞を防ぐ抗酸化作用がある成分
※２アントシアニン　ポリフェノールの一種。眼精疲労などに効果

紅大豆播種作業

マルシェでの取材の一コマ ＝ YBCぴよ卵ワイド

新しい生活様式でコロナ対応を図っています
（議場傍聴席）

昨年の意見交換会の様子 ＝ 小松地区

豆
の
あ
る
ま
ち
川
西
町

　
川
西
町
は
、
四
季
の
変
化
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
盆
地

性
気
候
で
す
。
こ
の
気
候
が
赤
豆
生
産
に
適
し
て
お
り
、

「
赤
豆
の
煮
豆
」の
食
文
化
が
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
食
文
化
に
よ
っ
て
、
赤
豆
を
山
形
ら
し
さ
の
紅
花

に
ち
な
み
、「
紅
大
豆
」と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
大※
１

豆
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル「
ア※
２

ン
ト
シ
ア
ニ
ン
」を
含
む
紅
大
豆
は
、
安

全
安
心
、
地
産
地
消
、
健
康
ブ
ー
ム
と
い
う
時
代
背
景
も

あ
り
、
今
、
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

吉島　伊藤　秀晃 さん

議
会
だ
よ
り
を

読
ん
で
い
ま
す
か

今
後
の
活
動
は

移
住
し
て

紹介
④

が
ん
ば
る
川
西

ビストロ　ビーンズ 意 　 見
交 換 会

今
年
度
の
意
見
交
換
会
は

　

見
合
わ
せ

（22）（23） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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イ

ンタ
ビュー

町民の声

　

４
年
前
、
結
婚
を
機
に

埼
玉
県
か
ら
川
西
町
に
引

っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
前
の
３
年
間
は
、
長
井

市
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

山
形
県
に
き
て
今
年
で
七

年
目
に
な
り
ま
す
が
、
文

化
や
生
活
の
違
い
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
。

　

現
在
は
、
夫
と
二
人
で

農
業
を
し
て
い
ま
す
。
一

昨
年
に
は
、
子
ど
も
も
生

ま
れ
ま
し
た
。
慣
れ
な
い

土
地
で
の
初
め
て
の
子
育

て
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
が
、
授
乳
相
談
を
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
り
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
子
育
て
の
悩
み
を

聞
い
て
も
ら
え
た
り
、
ソ

フ
ト
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
が

充
実
し
て
い
た
の
で
心
強

く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

▼
世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
拡
大
し

て
い
る
。
６
月
定
例
会
の

議
題
や
一
般
質
問
で
も
コ

ロ
ナ
対
策
が
多
か
っ
た
。

▼
現
在
、
当
町
は
感
染
者

が
出
て
い
な
い
が
今
後
も

感
染
者
ゼ
ロ
を
願
い
対
策

を
進
め
て
い
く
。
▼
三
密

を
避
け
、
熱
中
症
に
気
を

付
け
た
マ
ス
ク
の
着
用
と

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
で
乗
り
越
え
よ
う
。

（
し
ゅ
う
い
ち
）

発
行
責
任
者
　
加
藤
　
俊
一

委
員
長
　
伊
藤
　
寿
郎

副
委
員
長
　
遠
藤
　
明
子

委
　
　
員
　
鈴
木
　
幸
葊

　
同　
　
　
伊
藤
　
　
進

　
同　
　
　
渡
部
　
秀
一

　
同　
　
　
井
上
　
晃
一

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
文
章
）

金
子
　
　
勤

佐
々
木
賢
一

遠
藤
　
勝
則

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
写
真
）

青
木
　
督
平

山
田
　
順
一

❖　プロフィール　❖

中川　桃菜（なかがわ　ももな）

住所　玉庭
家族　夫
　　　長女
趣味　旅行
仕事　農業

玉
庭
地
区
に
お
住
ま
い
の

中
川
桃
菜
さ
ん
に
子
育
て

や
町
に
望
む
こ
と
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

相
談
す
る
と
親
身
に
な
っ

て
対
応
し
て
く
れ
る
町
の

姿
勢
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

　

自
然
が
豊
か
な
川
西
町

で
す
が
、
子
ど
も
が
遊
べ

る
公
園
や
施
設
な
ど
が
、

も
っ
と
あ
れ
ば
良
い
な
と

思
い
ま
す
。
特
に
雪
が
降

る
冬
は
、
公
園
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

ど
こ
で
ど
う
遊
ば
せ
よ
う

か
頭
を
悩
ま
せ
ま
す
。
例

え
ば
廃
校
に
な
っ
た
学
校

の
体
育
館
を
開
放
す
れ
ば
、

子
ど
も
た
ち
の
良
い
遊
び

場
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
子
ど
も
が
保

育
園
に
通
い
始
め
た
の
で

す
が
、
送
り
迎
え
が
と
て

　

私
が
住
ん
で
い
る
地
区

は
、
町
中
か
ら
少
し
距
離

が
あ
り
、
雪
も
た
く
さ
ん

降
る
の
で
正
直
な
と
こ
ろ
、

住
み
や
す
い
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
周
り
も
、
町
中
に

引
っ
越
す
人
が
増
え
た
の

で
、
ど
こ
に
住
ん
で
も
住

み
や
す
い
川
西
町
に
な
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
期

待
し
て
い
ま
す
。

も
大
変
で
す
。
地
区
に
あ

っ
た
保
育
園
が
、
児
童
数

が
少
な
く
な
り
休
園
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
町
中
の
保
育
園
や
幼

稚
園
に
子
ど
も
を
通
わ
せ

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、

バ
ス
な
ど
の
送
迎
が
あ
る

と
と
て
も
助
か
り
ま
す
。

　

元気な子どもと一緒に

移
住
し
て
き
て

遊
べ
る
施
設
が
ほ
し
い

住
み
や
す
い
町
に

心
強
い
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

編
集
の
後
で

（24）議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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